
 

 

       

         

 
インター校のように、外国語で教科指導をする方法は、「泳げるか・溺れるか」と言われています。
英語ができると楽しく学習ができるようになりますが、英語ができないと落ちこぼれてしまうので
す。欧米の外国語教育では、自分の国の言葉を犠牲にすることなく、母語と第２外国語のバランスを
考えながら指導しています。 
リオ日学でも、このような最新の教育技術を参考に学習指導をしているので、お子様は安心して 
外国語の世界を「泳げる」ようになります。 

 

 

日本の公立学校からリオ日学に編入した児童生徒の英検取得状況（例） 

Ａくん                Ｂさん 

 小学３年 小学４年 小学５年  中学１年 中学２年 中学３年 

 ５級 ４級 ３級  ３級 準２級 ２級 

 

日本の帰国子女枠入試では、そこまでハイレベルの英語力は必要とされません。 

英検取得は必要条件の一つですが、むしろ国語や算数など他の受験教科の成績が、 

合否の分かれ目となります。 

 

 

リオ日学で３年間きちんと授業を受ければ、たいていのお子さんは、帰国子女枠入試で必要な、 

小学校で英検３級、中学校で英検２級を取得できます。日本の公立学校では考えられないような 

ハイレベルな外国語教育をしているのが、「リオ日学」なのです。 

   

 

 

 



 

 
 

 

 

リオ日学の最大の魅力は、義務教育最高レベルの学力がつくことです。文科省で全国から選抜され

た、専門知識と経験を兼ね備えた教員が、マンツーマンで指導を行うのですから、日本の学校でも

学年トップレベルの学力が身につくことも納得できます。帰国子女枠入試はもちろん、一般入試に

も対応することができますし、将来の大学入試に向けても、確実にリードすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

Ｃさん 

本校で英検２級取得 

東京都立 立川国際

中等教育学校入学 
 

（リオ日学小学部卒業） 

Ｂさん 

本校で英検２級取得 

高校でカナダ留学後 

上智大学入学 
 

（リオ日学中学部卒業） 

Ａさん 

東京都立大泉高等学 

校附属中学校入学 

早稲田大学入学 
 

（リオ日学小４まで在籍） 

本校出身のお子さんの帰国後の進路（例） 

 

インター校に通って英語を一生懸命勉強しながら、受験に通用する日本語教育を維持するのは大変です。

通信制の塾に通ったり、家庭教師を雇ったりするのはお金もかかります。 

通信教育ではお母さんが付き添って勉強することになるので、ご家庭のサポート体制が重要になります。

何より、楽しいはずの赴任生活が、勉強漬けの生活になってしまい、海外赴任することの意義が失われて

しまいます。リオ日学なら、外国語教育も日本語指導も、全て学校がやってくれるので安心です。 

充実した海外生活を楽しみ、進路を実現するなら、やっぱりリオ日学です！ 


